
成
二
十
九
年
）
三
月
に
実
施
し
た
時
に
は
、
一
二
大
学
八
〇
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
、
自
費
参
加
で
す
。
作
業
は
、

オ
ノ
で
刈
る
役
と
刈
ら
れ
た
さ
と
う
き
び
を
運
ぶ
役
の
二
つ
で
、

作
業
時
間
は
半
日
で
す
。
作
業
は
農
家
の
方
に
指
導
し
て
も
ら

い
ま
す
。
さ
と
う
き
び
刈
り
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
で
、

悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
晴
だ
っ
た
の
で
太
陽
が

照
り
つ
け
て
と
て
も
暑
い
中
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
び
っ

し
ょ
り
汗
を
か
き
ま
し
た
が
、
刈
り
終
わ
っ
た
あ
と
は
と
て
も

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
大
学
の
み

な
さ
ん
と
協
働
す
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
く
、
有
意
義
な
活
動

で
し
た
。
さ
と
う
き
び
刈
り
の
前
日
は
交
流
夕
食
会
（
い
わ
ゆ

る
コ
ン
パ
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
居
酒
屋
さ
ん
で
は
、
身
分
証

明
証
の
提
示
が
求
め
ら
れ
、
未
成
年
者
は
ひ
と
つ
の
テ
ー
ブ
ル

に
ま
と
め
て
座
ら
せ
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

の
飲
み
物
し
か
提
供
さ
れ
ま
せ
ん
。
夕
食
会
で
は
、
活
動
の
こ

と
、
勉
強
の
こ
と
、
就
職
の
こ
と
、
恋
愛
の
こ
と
、
沖
縄
の
こ

と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
題
に
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
す
。

こ
ち
ら
の
方
も
と
て
も
楽
し
く
、
有
意
義
で
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
、
さ
と
う
き
び
刈
り
、
交
流
夕

食
会
と
も
沖
縄
総
合
事
務
局
の
若
手
職
員
の
方
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
県
内
外
の
若
い
世
代
が
汗
を
流
し
な
が
ら
協
働
し
て
、

交
流
し
て
、
知
り
、
理
解
し
あ
う
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

白
米
千
枚
田
（
能
登
・
世
界
農
業
遺
産
）

保
全
活
動
応
援
in
石
川

　

石
川
県
輪
島
市
に
あ
る
世
界
農
業
遺
産
の
白
米
千
枚
田
に
お

い
て
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
保
全
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

白
米
千
枚
田
は
、
日
本
海
に
面
し
て
一
、〇
〇
四
枚
の
小
区
画

の
棚
田
が
連
な
り
、
平
成
十
三
年
に
国
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
三
年
に
能
登
の
里
山
里
海
が
世
界
農

業
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
白
米
千
枚
田
は
そ
の
象
徴
的
な
棚
田
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
美
し
い
景
観
は
多
く
の
観
光
客
に
親
し
ま

れ
て
お
り
、
重
要
な
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
公
益
財
団
法
人
白
米
千
枚
田
景
勝
保
存
協
議
会
（
会
長

輪
島
市
長
）
及
び
白
米
千
枚
田
愛
耕
会
が
棚
田
保
全
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
で
は
、
田

起
こ
し
、
田
植
え
、
草
取
り
、
稲
刈
り
を
応
援
し

て
い
ま
す
。
各
作
業
の
指
導
は
、
愛
耕
会
の
み
な

さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
（
平
成

二
十
八
年
）
の
稲
刈
り
に
は
、
一
〇
大
学
七
五
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
自
費
参
加
で
す
。

稲
刈
り
終
了
後
は
、
愛
耕
会
の
地
元
の
農
家
の
方

も
交
え
て
、
交
流
会
も
実
施
し
ま
し
た
。
愛
耕
会

の
会
長
か
ら
、
白
米
千
枚
田
の
歴
史
や
保
全
活
動

に
つ
い
て
お
話
し
が
あ
り
と
て
も
勉
強
に
な
り
、

保
全
活
動
の
応
援
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
す

ま
す
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
午
前
中
に
、
輪

島
市
主
催
の
「
棚
田
で
結
婚
式
」
が
行
わ
れ
、
こ

ち
ら
の
方
も
サ
ー
ル
ネ
ッ
ト
が
運
営
に
協
力
し

ま
し
た
。
二
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
式
を
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
の
田
植
え
時
に
は
、

農
林
水
産
省
の
全
国
地
方
農
政
局
長
会
議
の
一

環
で
事
務
次
官
や
各
地
方
農
政
局
長
さ
ん
が

サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
活
動
状
況
を
視
察
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
事
務
次
官
と
各
大
学
生
サ
ー
ク
ル
の

代
表
と
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
務
次

官
の
お
話
し
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
、
有
意
義
で

し
た
。
各
地
方
農
政
局
長
さ
ん
の
お
話
し
も
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
既
に
作
業
が
始

ま
っ
て
お
り
、
五
月
二
十
日
は
田
起
こ
し
、
六
月

三
日
は
田
植
え
の
応
援
で
す
。

　

以
上
の
活
動
の
他
に
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
（
数
大
学
で
）
で
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
俳
優
菅
原
文

太
氏
の
お
ひ
さ
ま
の
里
農
園
（
山
梨
県
北
杜
市
）
の
応
援
、
静

岡
県
内
の
棚
田
保
全
の
応
援
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、卒
業
し
て
も
応
援
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、サ
ー

ク
ル
ネ
ッ
ト
の
東
京
O
B
会
と
北
陸
O
B
会
が
設
立
さ
れ
て
い稲刈り後の交流会の集合写真

学生
ルポ

「
農
業
農
村
を
応
援
す
る
大
学
生
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
」

（
以
下
、
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
と
い
う
。）
に
参
加
し
て
、

協
働
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
目
的
は
、
協
働
で
農
作
業
や
む
ら
づ
く

り
等
の
応
援
を
行
う
と
と
も
に
、
大
学
間
の
活
動
情
報
の
交
換

等
交
流
を
行
う
こ
と
で
す
。
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
代
表
は
、
農

林
水
産
省
利
根
川
水
系
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
所
長
の
中

里
氏
で
す
。

　

参
加
大
学
は
、
一
七
大
学
の
学
生
サ
ー
ク
ル
が
参
加
し
て
い

ま
す
（
大
学
名
は
以
下
の
各
大
学
の
活
動
紹
介
の
と
こ
ろ
で
記

述
し
ま
す
）。
一
七
大
学
の
う
ち
一
四
大
学
は
、
中
里
氏
が
学

生
に
サ
ー
ク
ル
設
立
を
呼
び
か
け
て
新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
七
大
学
は
農
学
部
が
な
く
、
工
学
部
、
経
済
学
部
、
教

育
学
部
等
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
農
業
農
村
を
応
援
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
活
動
と
し
て
は
、
沖
縄
県
内
で
の
さ
と

う
き
び
刈
り
応
援
と
石
川
県
内
で
の
白
米
千
枚
田
（
能
登
・
世

界
農
業
遺
産
）
保
全
活
動
応
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル

ネ
ッ
ト
と
二
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
中
里
氏
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

さ
と
う
き
び
刈
り
応
援
in
沖
縄

　

沖
縄
県
で
の
さ
と
う
き
び
刈
り
応
援
は
平
成
二
十
五
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
琉
球
大
学
お
き
な
わ
食
農
研
究

会
が
以
前
か
ら
さ
と
う
き
び
刈
り
応
援
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

取
り
組
み
に
参
加
し
た
も
の
で
す
。
場
所
は
糸
満
市
に
あ
る
地

下
ダ
ム
を
水
源
に
し
て
い
ま
す
農
林
水
産
省
の
国
営
土
地
改
良

事
業
「
本
島
南
部
地
区
」
の
受
益
地
内
の
ほ
場
で
す
。
本
島
南

部
土
地
改
良
区
の
前
理
事
長
さ
ん
と
J
A
お
き
な
わ
の
方
に
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
四
大
学
、三
〇
名
程
度
の
参
加
で
し
た
が
、今
年
（
平

高まる学生の農業や農村への関心、
ネットワークで広がる協働の輪

「農業農村を応援する大学生サークルネット」の活動の紹介

学生
ルポ

　ご高齢の住民だけのいわゆる限界集落の方々から「久々に若者が集落を歩
くのを見た」、「久々に若者と話した」と手を握らんばかりにとても喜ばれて
います。「農業農村を応援する大学生サークルネット」の活動と、石川県内
で取り組んでいる金沢大学里地里山応援隊の独自活動を紹介します。
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大
学
で
）
で
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
俳
優
菅
原
文

太
氏
の
お
ひ
さ
ま
の
里
農
園
（
山
梨
県
北
杜
市
）
の
応
援
、
静

岡
県
内
の
棚
田
保
全
の
応
援
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、卒
業
し
て
も
応
援
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、サ
ー

ク
ル
ネ
ッ
ト
の
東
京
O
B
会
と
北
陸
O
B
会
が
設
立
さ
れ
て
い稲刈り後の交流会の集合写真

学生
ルポ

「
農
業
農
村
を
応
援
す
る
大
学
生
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
」

（
以
下
、
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
と
い
う
。）
に
参
加
し
て
、

協
働
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
目
的
は
、
協
働
で
農
作
業
や
む
ら
づ
く

り
等
の
応
援
を
行
う
と
と
も
に
、
大
学
間
の
活
動
情
報
の
交
換

等
交
流
を
行
う
こ
と
で
す
。
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
代
表
は
、
農

林
水
産
省
利
根
川
水
系
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
所
長
の
中

里
氏
で
す
。

　

参
加
大
学
は
、
一
七
大
学
の
学
生
サ
ー
ク
ル
が
参
加
し
て
い

ま
す
（
大
学
名
は
以
下
の
各
大
学
の
活
動
紹
介
の
と
こ
ろ
で
記

述
し
ま
す
）。
一
七
大
学
の
う
ち
一
四
大
学
は
、
中
里
氏
が
学

生
に
サ
ー
ク
ル
設
立
を
呼
び
か
け
て
新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
七
大
学
は
農
学
部
が
な
く
、
工
学
部
、
経
済
学
部
、
教

育
学
部
等
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
農
業
農
村
を
応
援
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
活
動
と
し
て
は
、
沖
縄
県
内
で
の
さ
と

う
き
び
刈
り
応
援
と
石
川
県
内
で
の
白
米
千
枚
田
（
能
登
・
世

界
農
業
遺
産
）
保
全
活
動
応
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル

ネ
ッ
ト
と
二
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
中
里
氏
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

さ
と
う
き
び
刈
り
応
援
in
沖
縄

　

沖
縄
県
で
の
さ
と
う
き
び
刈
り
応
援
は
平
成
二
十
五
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
琉
球
大
学
お
き
な
わ
食
農
研
究

会
が
以
前
か
ら
さ
と
う
き
び
刈
り
応
援
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

取
り
組
み
に
参
加
し
た
も
の
で
す
。
場
所
は
糸
満
市
に
あ
る
地

下
ダ
ム
を
水
源
に
し
て
い
ま
す
農
林
水
産
省
の
国
営
土
地
改
良

事
業
「
本
島
南
部
地
区
」
の
受
益
地
内
の
ほ
場
で
す
。
本
島
南

部
土
地
改
良
区
の
前
理
事
長
さ
ん
と
J
A
お
き
な
わ
の
方
に
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
四
大
学
、三
〇
名
程
度
の
参
加
で
し
た
が
、今
年
（
平

高まる学生の農業や農村への関心、
ネットワークで広がる協働の輪

「農業農村を応援する大学生サークルネット」の活動の紹介

学生
ルポ

　ご高齢の住民だけのいわゆる限界集落の方々から「久々に若者が集落を歩
くのを見た」、「久々に若者と話した」と手を握らんばかりにとても喜ばれて
います。「農業農村を応援する大学生サークルネット」の活動と、石川県内
で取り組んでいる金沢大学里地里山応援隊の独自活動を紹介します。

さとうきび刈り応援後の集合写真
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ま
た
、
自
然
再
生
ま
つ
り
で
は
河
北
潟
の
環
境
悪
化
の
歴
史

や
改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
展
示
が
さ
れ
て
い
た
の

で
、
そ
れ
ら
を
見
て
河
北
潟
に
つ
い
て
の
学
習
も
行
い
ま
し
た
。

③
珠
洲
市
上
黒
丸

　

珠
洲
市
上
黒
丸
地
区
で
は
「
北
山
菜
」
と
い
う
伝
統
的
な
野

菜
の
商
品
化
の
応
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

初
年
度
で
は
北
山
菜
の
特
性
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
「
北

山
菜
」
の
商
品
開
発
に
つ
い
て
は
都
合
が
合
わ
ず
、
お
話
し
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
来
年
以
降
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
代
わ
り
に
昨
年
度
（
二
〇
一
六
年
度
）
は
ホ
タ
ル
観
賞

会
の
応
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
地
区
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
鑑
賞
会
の
準
備
が
集
落

住
民
の
み
で
は
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
看
板
設
置

や
テ
ン
ト
の
設
営
、
竹
ド
ー
ム
作
り
な
ど
を
お
手
伝
い
し
ま
し

た
。

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
人
口
や
年
齢
な
ど
の
理
由
で
行
え
な
く

な
る
こ
と
で
地
域
か
ら
活
気
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
私
は
考
え

ま
す
。
ま
た
、
参
加
す
る
学
生
は
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
つ

も
の
も
多
く
、
自
然
豊
か
な
地
域
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
の
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
ん
で
い
た
様
子
で

し
た
。
両
者
の
目
的
が

マ
ッ
チ
し
た
活
動
だ
っ

た
と
思
う
の
で
、
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

④
学
園
祭

　

私
た
ち
は
二
〇
一
四

年
度
よ
り
金
沢
大
学
の

学
園
祭
で
あ
る
、
金
大

祭
に
自
分
た
ち
で
育
て

た
野
菜
を
調
理
し
、
出

品
し
て
い
ま
す
。
野
菜

は
井
口
地
区
の
サ
ー
ク

ル
農
園
で
育
て
た
野
菜

を
使
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度（
二
〇
一
六
年
度
）

は
前
回
大
変
好
評
だ
っ

た
ポ
テ
ト
も
ち
を
よ
り

改
良
し
た
野
菜
も
ち
を

出
品
し
ま
し
た
。

　

自
ら
育
て
た
野
菜
を

ど
の
よ
う
に
調
理
し
、

工
夫
す
れ
ば
買
っ
て
も
ら
え
る
か
会
議
や
試
作
会
を
行
い
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
毎
年
や
っ
て
い
ま
す
。
準
備
は
大
変
で
す
が
、

自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
嬉
し
そ
う
に
食
べ

て
も
ら
え
る
の
を
み
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
や
各
大
学
独
自
の
活
動
に
対
す
る

評
価
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

農
業
集
落
の
方
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

①
高
齢
農
家
の
農
作
業
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
、
②
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
商
品
化
な
ど
農
業
振
興
や
む
ら
づ
く
り
の

ア
イ
デ
ア
や
作
業
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
、
③
イ
ベ

ン
ト
や
お
祭
り
の
運
営
協
力
（
神
輿
の
担
ぎ
手
の
確
保
等
）
や

参
加
に
よ
り
、
地
域
が
賑
わ
い
活
性
化
に
寄
与
す
る
、
④
大
学

生
が
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
、
農
家
に
接
す
る
と
と
も
に
、
環
境

な
ど
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
称
賛
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
は

農
業
や
住
ん
で
い
る
農
村
地
域
を
誇
り
に
思
う
、
が
主
な
意
見

で
し
た
。

各
大
学
の
学
生
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

①
農
業
体
験
や
農
家
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
農
業
、
農
村
に

関
す
る
興
味
、
知
識
、
探
究
心
が
深
ま
っ
て
い
る
。
特
に
、
農

学
部
以
外
の
学
生
が
農
業
、
農
村
を
知
る
機
会
と
な
り
意
義
が

深
い
、
②
社
会
貢
献
、
地
域
貢
献
の
意
味
、
必
要
性
を
深
く
考

え
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、「
少
し
は
世
の
中
に
役
に
立
っ

て
い
る
」
と
い
う
喜
び
と
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
、
③
農

家
、
行
政
、
マ
ス
コ
ミ
等
様
々
な
人
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
人
の
接
し
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
向
上
す
る
。
ま
た
、
将
来
の
職
業
選
択
の
参
考
と
な
る
、

が
主
な
意
見
で
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
や
大
学
独
自
活
動
に
よ
り
、
静
岡

大
学
が
「
食
と
地
域
の
『
絆
』
づ
く
り
優
良
事
例
」
表
彰
（
農

林
水
産
省
H
二
十
四
）、
石
川
県
立
大
学
が
「
オ
ー
ラ
イ
・
ニ
ッ

ポ
ン
大
賞
」
審
査
会
長
賞
（
農
林
水
産
省
H
二
十
六
）
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
琉
球
大
学
、
静
岡
大
学
、
石
川
県
立

大
学
が
「
学
長
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
学
を
主
に
学
ぶ
私
は
、
農
業
に
つ
い
て
も
自
由
貿
易
推

進
、
T
P
P
賛
成
、
国
際
分
業
論
賛
成
、
経
済
効
率
性
優
先
の

考
え
で
し
た
。
し
か
し
、
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
や
大
学
独
自
の
活

動
を
行
う
中
で
、
農
業
農
村
に
触
れ
、
農
家
の
方
の
お
話
し
聞

き
、
農
業
農
村
は
私
た
ち
に
大
切
な
食
料
に
加
え
、
豊
か
な
環

境
を
提
供
し
て
お
り
、
経
済
効
率
だ
け
の
側
面
で
考
え
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
農
業
農
村
に
関
わ
れ
る
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

竹ドーム作りの様子

金沢大学地域創造学類
（環境共生コース）三年
出身地：愛知県
出身校：岡崎北高校
趣　味：旅行、ランニング

桂
かつら

 貴
たか

洋
ひろ

金大祭の出店風景

学生
ルポ

ま
す
。

こ
こ
で
、
各
大
学
の
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
以
外
の
活
動

（
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
活
動
の
方
が
主
な
活
動
で
す
が
）

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

各
大
学
の
学
生
サ
ー
ク
ル
は
、
大
学
所
在
地
の
県
内
の
農
業

集
落
の
農
業
や
む
ら
づ
く
り
の
応
援
を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま

す
。
各
学
生
サ
ー
ク
ル
と
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
中
里
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

①
琉
球
大
学
「
お
き
な
わ
食
農
研
究
会
」
琉
球
野
菜
の
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
応
援
、
②
静
岡
大
学
「
棚
田
研
究
会
」
棚
田

で
の
保
全
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
応
援
、
③
山
梨
県
立
大
学
「
田

園
を
楽
し
む
会
」
俳
優
の
菅
原
文
太
氏
の
お
ひ
さ
ま
の
里
農
園

（
北
杜
市
）
の
無
農
薬
、
有
機
栽
培
の
応
援
、
④
信
州
大
学
「
む

ら
づ
く
り
応
援
隊
」
南
箕
輪
村
（
行
政
）
が
行
う
農
業
農
村
体

験
、
都
市
農
村
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
応
援
、
⑤
新
潟
大
学
「
む
ら

づ
く
り
研
究
会
」
新
潟
市
の
事
業
で
行
う
団
体
の
地
域
づ
く
り

の
応
援
、
⑥
富
山
大
学
「
援
農
団
体
た
っ
ぐ
」
農
村
文
化
の
菅

笠
の
保
全
の
応
援
、⑦
富
山
県
立
大
学
「
水
土
里
保
全
研
究
会
」

ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
「
ふ
く
ふ
く
柿
」
の
復
活
の
応
援
、
⑧
金
沢

大
学
「
里
地
里
山
応
援
隊
」
祭
、
イ
ベ
ン
ト
等
地
域
お
こ
し
の

応
援
、
⑨
福
井
大
学
「
農
業
村
応
援
し
隊
」
え
ご
ま
な
ど
農
産

物
加
工
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
応
援
、
⑩
福
井
県
立
大
学
「
里
山

応
援
隊
」
坂
井
北
部
土
地
改
良
区
（
坂
井
市
）
の
幼
稚
園
児
の

い
も
ほ
り
な
ど
農
業
体
験
の
応
援
、
⑪
石
川
県
立
大
学
「
学
生

援
農
隊
あ
ぐ
り
」
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
地
域
づ
く
り
の
応
援
、

⑫
千
葉
大
学
「
援
農
お
宝
発
掘
隊
」
柏
市
が
主
導
す
る
農
業
体

験
、
都
市
農
村
交
流
活
動
の
応
援
、
⑬
茨
城
大
学
「
の
ら
ボ
ー

イ
＆
の
ら
ガ
ー
ル
」
N
P
O
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
笠
間
の

耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
農
産
物
加
工
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
応
援
、

⑭
明
治
大
学
「
楽
農
4
H
ク
ラ
ブ
」
み
そ
な
ど
伝
統
発
酵
食
品

の
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
応
援
、⑮
北
里
大
学
「
北
里
農
援
隊
」

羊
の
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
応
援
、
⑯
常
葉
大
学
「
学
生
援
農

隊
」
J
A
と
ぴ
あ
浜
松
の
依
頼
に
よ
り
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
地
域
の

主
要
農
産
物
の
収
穫
作
業
な
ど
の
応
援
、
⑰
東
京
大
学
「
む
ら

塾
」
地
域
づ
く
り
の
応
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
大
学
は
上
記

の
活
動
以
外
に
も
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
大
学
里
地
里
山
応
援
隊
は

地
域
お
こ
し
に
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
、
中
里
氏
が
北
陸
農
政
局
整
備
部
長
の
時
に

金
沢
大
学
に
来
校
し
て
、「
大
学
生
の
み
な
さ
ん
！
農
村
に
か

か
わ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
を
行
い
、
サ
ー
ク

ル
の
設
立
を
呼
び
か
け
ら
れ
、
サ
ー
ク
ル
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
大
学
は
、
農
学
部
が
な
く
経
済
学
類
の
学
生
が
主
な
部
員
と

な
っ
て
い
て
、
現
在
九
名
で
以
下
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
白
山
市
井
口

　

白
山
市
井
口
地
区
で
は
区
内
に
若
者
を
出
入
り
さ
せ
、
活
気

を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
初
年
度
（
二
〇
一
四
年
度
）

よ
り
応
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
地
区
で
は
若
者

が
他
地
域
に
出
て
い
っ
て
し
ま
い
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
学
生
が
当
地
区
に
出
入
り
す
る
こ
と

で
集
落
の
活
気
を
取
り

戻
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、

当
地
区
で
広
く
栽
培
さ

れ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
収
穫
を
は
じ
め

と
し
た
農
作
業
や
作
物

の
販
売
の
お
手
伝
い
、

左
義
長
や
虫
送
り
と

い
っ
た
地
域
的
な
お
祭

り
へ
の
参
加
な
ど
非
常

に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

住
民
の
方
々
は
と
て
も
親
切
な
方
ば
か
り
で
私
た
ち
学
生
に

積
極
的
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
学
生
と
の
会
話
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
学
生
も
農
村

集
落
の
住
民
の
方
々
と
の
交
流
は
非
常
に
有
意
義
な
経
験
で
あ

り
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
当
地
区
で
は
農
地
を
貸
し
て
い
た
だ
き
サ
ー
ク
ル
農

園
も
営
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
（
二
〇
一
六
年
度
）
は
タ
マ
ネ

ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ス
イ
カ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
農
業
に
携
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
学
生
も
多
い
た
め
、

作
物
を
育
て
る
大
変
さ
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
作
物
を
料
理
す

る
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
農
園
で
育
て
た
作
物
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
感
謝
を

込
め
、
井
口
の
住
民
の
方
々
に
カ
レ
ー
な
ど
を
ふ
る
ま
っ
た
り
、

自
分
た
ち
で
料
理
し
た
り
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金

沢
大
学
主
催
の
学
園
祭
で
あ
る
金
大
祭
に
も
出
品
し
て
い
ま
す
。

②
か
ほ
く
市
河
北
潟

　

か
ほ
く
市
河
北
潟
で
は
、
主
に
環
境
保
全
活
動
の
応
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

河
北
潟
は
農
地
開
発
の
た
め
の
干
拓
に
よ
り
、
環
境
が
悪
化

し
そ
れ
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
現
在
で
は

多
く
の
団
体
が
集
ま
り
、
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

前
年
度
は
当
地
域
で
行
わ
れ
る
自
然
再
生
ま
つ
り
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
の
一
環
で
、

水
質
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
各

団
体
の
取
り
組
み

に
よ
り
河
北
潟
の

水
質
は
概
ね
回
復

し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

サークル農園での種まきの様子

水質調査体験の様子
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ま
た
、
自
然
再
生
ま
つ
り
で
は
河
北
潟
の
環
境
悪
化
の
歴
史

や
改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
展
示
が
さ
れ
て
い
た
の

で
、
そ
れ
ら
を
見
て
河
北
潟
に
つ
い
て
の
学
習
も
行
い
ま
し
た
。

③
珠
洲
市
上
黒
丸

　

珠
洲
市
上
黒
丸
地
区
で
は
「
北
山
菜
」
と
い
う
伝
統
的
な
野

菜
の
商
品
化
の
応
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

初
年
度
で
は
北
山
菜
の
特
性
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
「
北

山
菜
」
の
商
品
開
発
に
つ
い
て
は
都
合
が
合
わ
ず
、
お
話
し
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
来
年
以
降
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
代
わ
り
に
昨
年
度
（
二
〇
一
六
年
度
）
は
ホ
タ
ル
観
賞

会
の
応
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
地
区
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
鑑
賞
会
の
準
備
が
集
落

住
民
の
み
で
は
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
看
板
設
置

や
テ
ン
ト
の
設
営
、
竹
ド
ー
ム
作
り
な
ど
を
お
手
伝
い
し
ま
し

た
。

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
人
口
や
年
齢
な
ど
の
理
由
で
行
え
な
く

な
る
こ
と
で
地
域
か
ら
活
気
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
私
は
考
え

ま
す
。
ま
た
、
参
加
す
る
学
生
は
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
つ

も
の
も
多
く
、
自
然
豊
か
な
地
域
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
の
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
ん
で
い
た
様
子
で

し
た
。
両
者
の
目
的
が

マ
ッ
チ
し
た
活
動
だ
っ

た
と
思
う
の
で
、
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

④
学
園
祭

　

私
た
ち
は
二
〇
一
四

年
度
よ
り
金
沢
大
学
の

学
園
祭
で
あ
る
、
金
大

祭
に
自
分
た
ち
で
育
て

た
野
菜
を
調
理
し
、
出

品
し
て
い
ま
す
。
野
菜

は
井
口
地
区
の
サ
ー
ク

ル
農
園
で
育
て
た
野
菜

を
使
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度（
二
〇
一
六
年
度
）

は
前
回
大
変
好
評
だ
っ

た
ポ
テ
ト
も
ち
を
よ
り

改
良
し
た
野
菜
も
ち
を

出
品
し
ま
し
た
。

　

自
ら
育
て
た
野
菜
を

ど
の
よ
う
に
調
理
し
、

工
夫
す
れ
ば
買
っ
て
も
ら
え
る
か
会
議
や
試
作
会
を
行
い
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
毎
年
や
っ
て
い
ま
す
。
準
備
は
大
変
で
す
が
、

自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
嬉
し
そ
う
に
食
べ

て
も
ら
え
る
の
を
み
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
や
各
大
学
独
自
の
活
動
に
対
す
る

評
価
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

農
業
集
落
の
方
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

①
高
齢
農
家
の
農
作
業
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
、
②
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
商
品
化
な
ど
農
業
振
興
や
む
ら
づ
く
り
の

ア
イ
デ
ア
や
作
業
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
、
③
イ
ベ

ン
ト
や
お
祭
り
の
運
営
協
力
（
神
輿
の
担
ぎ
手
の
確
保
等
）
や

参
加
に
よ
り
、
地
域
が
賑
わ
い
活
性
化
に
寄
与
す
る
、
④
大
学

生
が
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
、
農
家
に
接
す
る
と
と
も
に
、
環
境

な
ど
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
称
賛
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
は

農
業
や
住
ん
で
い
る
農
村
地
域
を
誇
り
に
思
う
、
が
主
な
意
見

で
し
た
。

各
大
学
の
学
生
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

①
農
業
体
験
や
農
家
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
農
業
、
農
村
に

関
す
る
興
味
、
知
識
、
探
究
心
が
深
ま
っ
て
い
る
。
特
に
、
農

学
部
以
外
の
学
生
が
農
業
、
農
村
を
知
る
機
会
と
な
り
意
義
が

深
い
、
②
社
会
貢
献
、
地
域
貢
献
の
意
味
、
必
要
性
を
深
く
考

え
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、「
少
し
は
世
の
中
に
役
に
立
っ

て
い
る
」
と
い
う
喜
び
と
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
、
③
農

家
、
行
政
、
マ
ス
コ
ミ
等
様
々
な
人
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
人
の
接
し
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
向
上
す
る
。
ま
た
、
将
来
の
職
業
選
択
の
参
考
と
な
る
、

が
主
な
意
見
で
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
や
大
学
独
自
活
動
に
よ
り
、
静
岡

大
学
が
「
食
と
地
域
の
『
絆
』
づ
く
り
優
良
事
例
」
表
彰
（
農

林
水
産
省
H
二
十
四
）、
石
川
県
立
大
学
が
「
オ
ー
ラ
イ
・
ニ
ッ

ポ
ン
大
賞
」
審
査
会
長
賞
（
農
林
水
産
省
H
二
十
六
）
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
琉
球
大
学
、
静
岡
大
学
、
石
川
県
立

大
学
が
「
学
長
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
学
を
主
に
学
ぶ
私
は
、
農
業
に
つ
い
て
も
自
由
貿
易
推

進
、
T
P
P
賛
成
、
国
際
分
業
論
賛
成
、
経
済
効
率
性
優
先
の

考
え
で
し
た
。
し
か
し
、
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
や
大
学
独
自
の
活

動
を
行
う
中
で
、
農
業
農
村
に
触
れ
、
農
家
の
方
の
お
話
し
聞

き
、
農
業
農
村
は
私
た
ち
に
大
切
な
食
料
に
加
え
、
豊
か
な
環

境
を
提
供
し
て
お
り
、
経
済
効
率
だ
け
の
側
面
で
考
え
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
農
業
農
村
に
関
わ
れ
る
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

竹ドーム作りの様子

金沢大学地域創造学類
（環境共生コース）三年
出身地：愛知県
出身校：岡崎北高校
趣　味：旅行、ランニング

桂
かつら

 貴
たか

洋
ひろ

金大祭の出店風景

学生
ルポ

ま
す
。

こ
こ
で
、
各
大
学
の
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
以
外
の
活
動

（
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
活
動
の
方
が
主
な
活
動
で
す
が
）

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

各
大
学
の
学
生
サ
ー
ク
ル
は
、
大
学
所
在
地
の
県
内
の
農
業

集
落
の
農
業
や
む
ら
づ
く
り
の
応
援
を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま

す
。
各
学
生
サ
ー
ク
ル
と
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
中
里
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

①
琉
球
大
学
「
お
き
な
わ
食
農
研
究
会
」
琉
球
野
菜
の
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
応
援
、
②
静
岡
大
学
「
棚
田
研
究
会
」
棚
田

で
の
保
全
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
応
援
、
③
山
梨
県
立
大
学
「
田

園
を
楽
し
む
会
」
俳
優
の
菅
原
文
太
氏
の
お
ひ
さ
ま
の
里
農
園

（
北
杜
市
）
の
無
農
薬
、
有
機
栽
培
の
応
援
、
④
信
州
大
学
「
む

ら
づ
く
り
応
援
隊
」
南
箕
輪
村
（
行
政
）
が
行
う
農
業
農
村
体

験
、
都
市
農
村
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
応
援
、
⑤
新
潟
大
学
「
む
ら

づ
く
り
研
究
会
」
新
潟
市
の
事
業
で
行
う
団
体
の
地
域
づ
く
り

の
応
援
、
⑥
富
山
大
学
「
援
農
団
体
た
っ
ぐ
」
農
村
文
化
の
菅

笠
の
保
全
の
応
援
、⑦
富
山
県
立
大
学
「
水
土
里
保
全
研
究
会
」

ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
「
ふ
く
ふ
く
柿
」
の
復
活
の
応
援
、
⑧
金
沢

大
学
「
里
地
里
山
応
援
隊
」
祭
、
イ
ベ
ン
ト
等
地
域
お
こ
し
の

応
援
、
⑨
福
井
大
学
「
農
業
村
応
援
し
隊
」
え
ご
ま
な
ど
農
産

物
加
工
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
応
援
、
⑩
福
井
県
立
大
学
「
里
山

応
援
隊
」
坂
井
北
部
土
地
改
良
区
（
坂
井
市
）
の
幼
稚
園
児
の

い
も
ほ
り
な
ど
農
業
体
験
の
応
援
、
⑪
石
川
県
立
大
学
「
学
生

援
農
隊
あ
ぐ
り
」
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
地
域
づ
く
り
の
応
援
、

⑫
千
葉
大
学
「
援
農
お
宝
発
掘
隊
」
柏
市
が
主
導
す
る
農
業
体

験
、
都
市
農
村
交
流
活
動
の
応
援
、
⑬
茨
城
大
学
「
の
ら
ボ
ー

イ
＆
の
ら
ガ
ー
ル
」
N
P
O
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
笠
間
の

耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
農
産
物
加
工
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
応
援
、

⑭
明
治
大
学
「
楽
農
4
H
ク
ラ
ブ
」
み
そ
な
ど
伝
統
発
酵
食
品

の
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
応
援
、⑮
北
里
大
学
「
北
里
農
援
隊
」

羊
の
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
応
援
、
⑯
常
葉
大
学
「
学
生
援
農

隊
」
J
A
と
ぴ
あ
浜
松
の
依
頼
に
よ
り
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
地
域
の

主
要
農
産
物
の
収
穫
作
業
な
ど
の
応
援
、
⑰
東
京
大
学
「
む
ら

塾
」
地
域
づ
く
り
の
応
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
大
学
は
上
記

の
活
動
以
外
に
も
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
大
学
里
地
里
山
応
援
隊
は

地
域
お
こ
し
に
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
、
中
里
氏
が
北
陸
農
政
局
整
備
部
長
の
時
に

金
沢
大
学
に
来
校
し
て
、「
大
学
生
の
み
な
さ
ん
！
農
村
に
か

か
わ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
を
行
い
、
サ
ー
ク

ル
の
設
立
を
呼
び
か
け
ら
れ
、
サ
ー
ク
ル
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
大
学
は
、
農
学
部
が
な
く
経
済
学
類
の
学
生
が
主
な
部
員
と

な
っ
て
い
て
、
現
在
九
名
で
以
下
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
白
山
市
井
口

　

白
山
市
井
口
地
区
で
は
区
内
に
若
者
を
出
入
り
さ
せ
、
活
気

を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
初
年
度
（
二
〇
一
四
年
度
）

よ
り
応
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
地
区
で
は
若
者

が
他
地
域
に
出
て
い
っ
て
し
ま
い
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
学
生
が
当
地
区
に
出
入
り
す
る
こ
と

で
集
落
の
活
気
を
取
り

戻
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、

当
地
区
で
広
く
栽
培
さ

れ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
収
穫
を
は
じ
め

と
し
た
農
作
業
や
作
物

の
販
売
の
お
手
伝
い
、

左
義
長
や
虫
送
り
と

い
っ
た
地
域
的
な
お
祭

り
へ
の
参
加
な
ど
非
常

に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

住
民
の
方
々
は
と
て
も
親
切
な
方
ば
か
り
で
私
た
ち
学
生
に

積
極
的
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
学
生
と
の
会
話
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
学
生
も
農
村

集
落
の
住
民
の
方
々
と
の
交
流
は
非
常
に
有
意
義
な
経
験
で
あ

り
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
当
地
区
で
は
農
地
を
貸
し
て
い
た
だ
き
サ
ー
ク
ル
農

園
も
営
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
（
二
〇
一
六
年
度
）
は
タ
マ
ネ

ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ス
イ
カ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
農
業
に
携
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
学
生
も
多
い
た
め
、

作
物
を
育
て
る
大
変
さ
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
作
物
を
料
理
す

る
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
農
園
で
育
て
た
作
物
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
感
謝
を

込
め
、
井
口
の
住
民
の
方
々
に
カ
レ
ー
な
ど
を
ふ
る
ま
っ
た
り
、

自
分
た
ち
で
料
理
し
た
り
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金

沢
大
学
主
催
の
学
園
祭
で
あ
る
金
大
祭
に
も
出
品
し
て
い
ま
す
。

②
か
ほ
く
市
河
北
潟

　

か
ほ
く
市
河
北
潟
で
は
、
主
に
環
境
保
全
活
動
の
応
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

河
北
潟
は
農
地
開
発
の
た
め
の
干
拓
に
よ
り
、
環
境
が
悪
化

し
そ
れ
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
現
在
で
は

多
く
の
団
体
が
集
ま
り
、
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

前
年
度
は
当
地
域
で
行
わ
れ
る
自
然
再
生
ま
つ
り
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
の
一
環
で
、

水
質
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
各

団
体
の
取
り
組
み

に
よ
り
河
北
潟
の

水
質
は
概
ね
回
復

し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

サークル農園での種まきの様子

水質調査体験の様子
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